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カ
ロ
リ
ー
制
限
で
寿
命
制
御

新
規
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

脂
肪
組
織
の
質
が
重
要

さ
ら
に
ヒ
ト
で
も
有
効
で
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｒ
は
、

寿
命
制
御
に
重
要
な
成
長
ホ
ル
モ

ン
／
イ
ン
ス
リ
ン
様
成
長
因
子
１

（Ｇ
Ｈ
／
１
Ｇ
Ｆ
１
１
）
シ
グ
ナ

ル
を
抑
制
す
る
。
た
だ
、こ
の
シ
グ

ナ
ル
を
抑
制
し
た
矮
小
マ
ウ
ス
や

ラ
ッ
ト
で
も
、
Ｃ
Ｒ
に
よ
り
寿
命

が
延
伸
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｒ
の

抗
老
化

・
寿
命
延
伸
効
果
は
Ｇ
Ｈ

／
１
Ｃ
Ｆ
１
１
非
依
存
性
に
も
制

御
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｓ
ｒ
ｅ
ｂ

ｐ
１
ｌ
ｃ
欠
損
マ
ウ
ス
と
野
生
型

マ
ウ
ス
に
対
し
て
約
６
カ
月
間
Ｃ

Ｒ
を
行
い
、
Ｓ
ｒ
ｅ
ｂ
ｐ
１
１
を

介
し
た
Ｃ
Ｒ
へ
の
効
果
を
解
析
し

た
。
そ
の
結
果
、
野
生
型
マ
ウ
ス

で
観
察
さ
れ
た
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
寿
命

延
伸
効
果
は
、
Ｓ
ｒ
ｅ
ｂ
ｐ
１
１

ｃ
欠
損
マ
ウ
ス
で
は
観
察
さ
れ
な

か
っ
た
。
ま
た
、
脂
肪
組
織
に
お

い
て
、
Ｃ
Ｒ
が
Ｓ
ｒ
ｅ
ｂ
ｐ
１
１

ｃ
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
脂
肪
酸

の
合
成
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。さ
ら
に
、
Ｃ
Ｒ
に
よ
る
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
機
能
の
活
性
化
や

酸
化
ス
ト
レ
ス
の
制
御
は
、
Ｓ
ｒ

ｅ
ｂ
ｐ
１
ｌ
ｃ
を
介
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

樋
上
教
授
の
話

「Ｃ
Ｒ
が
脂
肪

酸
生
合
成
に
関
わ
る
Ｓ
ｒ
ｅ
ｂ
ｐ

‐１
ｌ
ｃ
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
寿

命
を
延
伸
し
、
脂
肪
組
織
選
択
的

に
脂
肪
酸
合
成
の
克
進
や
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
機
能
の
活
性
化
、
酸
化

ス
ト
レ
ス
の
抑
制
に
も
関
与
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
後

は
、
脂
肪
組
織
選
択
的
に
Ｓ
ｒ
ｅ

ｂ
ｐ
１
ｌ
ｃ
に
よ
り
制
御
さ
れ
る

因
子
群
を
同
定
す
る
こ
と
で
、
脂

肪
組
織
の
質
の
改
善
を
介
し
た
健

康
寿
命
延
伸
法
の
開
発
に
つ
な
げ

た
い
」

東
京
理
科
大
学
薬
学
部
生
命
創

薬
科
学
科
の
樋
上
賀

一
教
授
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
抗
老
化

・
寿

命
延
伸
効
果
の
あ
る
カ
ロ
リ
ー
制

限
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

一
つ
と

し
て
、
脂
肪
組
織
に
お
け
る
脂
肪

酸
合
成
関
連
転
写
因
子
Ｓ
ｒ
ｅ
ｂ

ｐ
１
ｌ
ｃ

（脂
肪
酸
の
合
成
を
正

に
制
御
す
る
タ
ン
パ
ク
質
で
、
肝

臓
で
は
食
後
に
活
性
化
し
空
腹
時

に
抑
制
さ
れ
る
）
を
介
し
た
脂
肪

組
織
の
質
の
制
御
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
、
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
で
実
証

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

適
度
な
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
制
限

（
Ｃ
Ｒ
）
は
、
ラ
ッ
ト
や
マ
ウ
ス

の
寿
命
を
延
伸
す
る
。
ま
た
、
こ

の
Ｃ
Ｒ
の
有
益
な
効
果
は
サ
ル
、

理科大グループがマウスで実証

【白金表面に近接する酸素分子のポテンシャルエネルギー】

(a)(b)は 酸素分子軸が表画平行、垂直の場合に対応す

る。化学吸着状態に達するには活 L4Lエネルギー必要であり、

その値は垂直分子の場合に高い。 (C)は計算予測されたイヒ

学吸着分子の構造。
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総合 戦 略 2017の中心 的な課題 にな る。税 制 改 正 や 法 改 正 は、 |
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「
そ
の
結
果
、

科
研
費
取
得
の

「
全
体
と
し
て

る
ｏ

し
た
各
指
標
に
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し
た
。
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、
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